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　教育委員の任期満了に伴い、12月５日に開かれた定例市議
会で議会の同意を得て、小石寛文氏を選任しました。
　任期は、12月６日から４年間です。
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　神戸学院大学人文学部人間心理学科教授。
　本市では、教育振興基本計画策定委員・潮見中学校ＰＴＡ
会長等を歴任。緑町在住（66歳）。
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　市（水道部・芦屋病院含む）が発注する競争入札に参加
するためには、あらかじめ登録が必要です。登録の受け付
けは、２年に１回（年度途中の新規登録なし）です。
���������

�����　平成24年１月10日～２月９日〈平日・執務時間内〉＊12月26日（月）から配付
　※物件等（印刷・役務提供含む）、また測量・建設コンサルタント等は終了しました。
������

　上記窓口（執務時間中）または市ホームページで申請書を入手し、必ず郵送で上記へ。
※申請書提出方法は郵送のみとなっています。ご注意ください。
※詳細は、市ホームページで確認いただけます。
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���　12月16日（金）午後１時30分～３時　���　講義室　���　I  LOVE  
ASHIYA（歌／加藤純子・ピアノ／沖倫子）　����　500円＊歌集『愛唱名歌』（野ば
ら社）のないかたは、歌集代1,000円別途要
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���　平成24年１月４日～２月19日
〈月曜日休館〉午前10時～午後５時＊入
館は４時30分まで　���　第１・２
展示室　����　一般300（240）円、
大高生200（160）円、中学生以下無料
※（　）内は20人以上の団体料金。
※市内在住の65歳以上のかた・障がい
　者手帳所有のかた（介護者含む）は、
　当日料金の半額。
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���　12月22日（木）午前10時30分～正午　���　講義室　���　三島由紀夫
作「金閣寺」を取り上げ、柳谷郁子先生が作品の背景・作家の心情などを解説　���
16人　����　2,300円　�����　上記へ　
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昭
和
三
十
六
年
五
月
に

ア
メ
リ
カ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
モ
ン
テ
ベ
ロ
市
と
姉

妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
か

ら
、
今
年
は
五
十
周
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
姉
妹
都
市
交

流
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
本
市
と
モ
ン
テ

ベ
ロ
市
は
五
年
ご
と
に
市
民
訪
問
団
を
結

成
し
、
相
互
に
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

　

提
携
五
十
周
年
の
今
年
は
、
七
月
に
芦

屋
市
民
訪
問
団
が
モ
ン
テ
ベ
ロ
市
を
訪
問
、

十
一
月
に
は
左
表
の
日
程
で
モ
ン
テ
ベ
ロ

市
か
ら
の
訪
問
団
が
本
市
を
訪
問
、
さ
ま

ざ
ま
な
記
念
交
流
事
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
モ
訪
問
団
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
訪
問
内
容

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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芦屋市到着
モンテベロバラ園見学
市長・議長を表敬訪問
市議会議場見学
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���

市内見学（警察署・消防署・
　　芦屋大学・芦屋神社）
ホストファミリー宅宿泊

������
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モンテベロ通り・記念碑の
　　除幕式〈記念祝賀会〉
ホストファミリー宅宿泊
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京都観光������
���

浜風小学校（授業・給食）
意見交換会
語学教室参加者との交流会
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奈良観光������
���

帰国������
���
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　芦屋の皆さんの心からの
歓待を受け、素晴らしい記
念訪問の１週間でした。
　今回の50周年記念事業に
携わり企画してくださったすべてのかた
に、感謝の気持ちを伝えたいと思います。
　今後も芦屋とモンテベロの市民が友好
を深め、姉妹都市の 絆 をずっと次の世代

きずな

に引き継いでいくことを強く願います。
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　東日本大震災による原子力発電所事故の影響により、関西においても冬季
の電力不足が予想されています。
　市では、12月19日（月）から来年３月23日（金）までの開庁日、市庁舎をはじめ
市内公共施設の暖房温度を19度に設定し、間引き照明・消灯を実施します。
　ご来庁の皆さんには、節電の趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いします。
　また、各ご家庭におきましても、一層の節電にご協力をお願いします。
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　市では、このたび新しく「芦屋シティグラフ」（Ａ４判・52ページ／全カラー刷
り）を発行しました。中には、写真とイラストを多用し、芦屋の自然や史跡・名所、
市内の施設をはじめ、芦屋のまちの楽しみ方をたくさん紹介しています。
　若い世代の皆さんにも楽しんでいただけるような情報もいっぱい。眺めるだけ
でも楽しい１冊です。後半には、行政の動きや統計などの情報も掲載しています。
　ぜひ、一度手に取ってご覧ください。新しい「芦屋シティグラフ」は、下記で発売
しています。
�����　市役所北館１階行政情報コーナー・ラポルテ市民サービスコーナー
�����　300円
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���　平成24年１月９日（月・祝）〈０時30分開場〉
　　　　①午後１時～２時・新成人の親睦会
　　　　②午後２時５分～３時30分・式典

���　ルナ・ホール
���　平成３年４月２日
　　　　～４年４月１日に
　　　　生まれた新成人
＊案内状がなくても、
　参加していただけます。
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今
年
三
月
十
一
日
、
東
日
本
を
襲
っ
た

わ
が
国
の
歴
史
で
類
を
見
な
い
大
震
災
・

巨
大
津
波
そ
し
て
福
島
原
発
事
故
は
、
被

害
地
域
の
み
な
ら
ず
日
本
国
民
を 
震 
し
ん 
撼 
さ
か
ん

せ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
原
発
事
故
の
脅

威
は
、
わ
れ
わ
れ
に
一
九
八
六
年
旧
ソ
連
、

現
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
で
発
生
し
た
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
悲
劇
を
思
い
起

こ
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
時
発
生
し
た
多
量

の
放
射
能
は
隣
国
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
に

放
射
能
汚
染
を
も
た
ら
し
、
大
量
の
小
児

甲
状
腺
が
ん
を
発
症
さ
せ
た
の
で
す
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
前
後
十
一
年
間

に
お
け
る
小
児
甲
状
腺
が
ん
は
七
例
か
ら

五
〇
八
例
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
増

加
は
一
九
九
五
年
を
境
に
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
成
人
に
お
い
て
は
い
ま
だ
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
原
因
と
し
て
、

事
故
後
甲
状
腺
が
ん
へ
の
注
目
度
が
い
ま

だ
に
根
強
く
、
多
く
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
民

が
検
査
を
受
け
る
た
め
か
、
被
ば
く
者
第

二
世
代
へ
の
影
響
が
あ
る
の
か
、
放
射
能

被
ば
く
の
直
接
影
響
が
い
ま
だ
に
続
い
て

い
る
か
は
不
明
で
す
が
、
今
後
さ
ら
な
る

調
査
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
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チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
の
経
験
か
ら
、

福
島
原
発
事
故
の
被
災
者
を
護
る
た
め
に

わ
れ
わ
れ
医
療
関
係
者
、
政
府
・
地
方
自

治
体
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
べ
き
か
は
、

重
要
な
事
柄
で
す
。

　

福
島
県
に
お
い
て
、
十
八
歳
以
下
の
子

ど
も
三
十
六
万
人
を
対
象
に
、
定
期
的
な

生
涯
に
わ
た
る
甲
状
腺
が
ん
検
診
を
実
施

す
る
と
い
う
決
定
が
報
道
さ
れ
、
十
月
上

旬
に
、
第
一
回
目
が
福
島
県
立
医
大
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
よ
う
や
く
、
始
ま
っ
た

か
な
と
い
う
印
象
で
す
。
多
く
の
医
師
と

検
査
技
師
・
検
査
施
設
へ
の
負
担
が
予
想

さ
れ
、
多
く
の
医
療
関
係
者
の
協
力
と
努

力
、
そ
し
て
人
的
パ
ワ
ー
の
増
員
が
必
要

と
な
り
ま
す
し
、
甲
状
腺
専
門
医
の
需
要

も
多
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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こ
こ
で
重
要
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
福

島
県
で
検
診
が
始
ま
る
こ
と
は
大
変
望
ま

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
長

い
将
来
の
中
で
多
く
の
子
ど
も
た
ち
は
福

島
県
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、結
婚
し
、就

職
し
、転
居
し
、日
本
全
国
の
み
な
ら
ず
世

界
各
国
へ
羽
ば
た
き
、
移
動
・
移
住
し
活

躍
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
人
々
に
対
し
て
、ど
こ
で
で

も
事
故
後
の
検
査
対
象
者
と
し
て
、生
涯

に
わ
た
り
自
由
に
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
証
明
書
を
提
供
す
る
な
ど

の
対
応
・
体
制
を
整
え
る
、確
立
さ
せ
る
こ

と
が
極
め
て
重
要
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
長
い

将
来
に
わ
た
り
不
安
解
消
を
も
た
ら
す
こ

と
が
で
き
、
甲
状
腺
が
ん
に
対
す
る
恐
怖

感
を
ぬ
ぐ
い
去
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、

わ
が
国
で
の
今
ま
で
経
験
の
な
か
っ
た
原

発
事
故
は
、
甲
状
腺
が
ん
発
症
に
い
か
な

る
影
響
を
与
え
た
の
か
と
い
う
正
確
な
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
事
故
と
比
べ
、
そ
の
規
模
や
ヨ
ー

ド
摂
取
量
の
地
域
的
環
境
が
異
な
る
今
回

の
事
故
後
の
将
来
へ
の
影
響
を
誰
も
予
想

で
き
ま
せ
ん
。 
危 き 
惧 
す
る
だ
け
で
す
。
わ

ぐ

れ
わ
れ
は
、
今
回
の
事
故
で
起
こ
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
事
象
を
正
確
に
と
ら
え
、
分
析

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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本
年
も
、
九
月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
に

か
け
て
、
私
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後

の
甲
状
腺
が
ん
検
診
と
手
術
の
た
め
ベ
ラ

ル
ー
シ
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
日
本
大
使

館
大
使
や
ベ
ラ
ル
ー
シ
赤
十
字
社
総
裁
と

お
会
い
し
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
が
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
、
被
ば
く
者
に
対
し

現
在
ま
で
短
期
的
・
中
長
期
的
に
、
国
と

し
て
地
方
行
政
と
し
て
、
ま
た
ベ
ラ
ル
ー

シ
赤
十
字
社
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を

と
っ
て
き
た
の
か
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

事
故
後
の
被
ば
く
者
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
は
国
家
が
中
心
と
な
り
、
今
で
も

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
事
故
直

後
か
ら
対
応
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
い

う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
詳
細
は
、

紙
面
の
都
合
で
省
き
ま
す
。

　

そ
の
中
で
日
本
に
お
い
て
は�
原
発
は
安

全
で
あ
る�
と
の
神
話
が
崩
れ
、予
想
だ
に

し
な
か
っ
た
事
故
が
発
生
し
た
後
の
危
機

管
理
の
体
制
が
不
備
で
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
ま
す
。ま
た
、対
応
の
遅
れ
が
垣

間
見
ら
れ
、情
報
が
交
錯
し
、不
明
瞭
さ
が

露
呈
さ
れ
、指
揮
系
統
の
統
制
の
乱
れ
が
感

じ
ら
れ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
事
故
に
対
し
、今
度
は
ベ
ラ
ル
ー

シ
か
ら
も
そ
の
対
策
に
対
し
、経
験
か
ら
く

る
適
切
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
も
必
要
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
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私
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
検
診
を
十
三
年

続
け
て
き
て
思
う
こ
と
は
、
今
後
福
島
県

を
中
心
に
甲
状
腺
が
ん
は
増
加
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
被
ば
く
が
原
因
か
ど
う
か
は

今
後
し
っ
か
り
と
し
た
調
査
が
な
さ
れ
た

後
で
な
け
れ
ば
結
論
は
出
ま
せ
ん
が
、検
査

を
受
け
る
件
数
が
増
え
れ
ば
発
見
件
数
も

増
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。今
後
、わ
れ
わ
れ

専
門
家
は
診
断
治
療
に
対
し
、さ
ら
に
献
身

的
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
覚
悟
で
い
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
甲
状
腺
が
ん
は
ゆ
っ
く
り

と
発
育
し
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る

こ
と
に
よ
り
、
生
命
予
後
に
は
ほ
と
ん
ど

影
響
を
与
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
そ
の
た
め
に
も
、
定
期
的
に
音

波
検
査
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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医学博士。1948年４月生まれ
（63歳）。日本医科大学外科学
講座（内分泌・心臓血管・呼吸
器外科部門）主任教授・内分泌
外科部長。
 Ｍｙ Ｍｅｄ医療電子教科書に、
「甲状腺癌（がん）」執筆。
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　本市では、震災発生当日から、緊急消防援助隊や応急給水支援また
避難所運営支援や市町業務支援など延べ786人の本市職員を継続して
派遣していましたが、被災地からの派遣要請の終了に伴い、一旦職員の
派遣は収束しています。
　今後の被災地支援については、関西広域連合や県などの関係機関と
も連携を図り、被災地の要請に応じた支援を検討していきます。
�������	
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　県では、このたびの東日本大震災により県内に避難されたかたにつ
いて、地元被災自治体から直接、避難者のかたへ支援情報や復旧・復
興情報を提供できるように、県内避難者の登録を行っています。
　市内に避難され登録をご希望のかたは、上記へご連絡ください。
�������
　「東北地方太平洋沖地震災害義援金募集委員会」では、市内の公共施
設各所に募金箱を設置しています。引き続き、ご協力をお願いします。

�������　公光公園から

�� � � � �　第16回 芦屋能・狂言鑑賞の会

　　　　　　　　芦屋市人権教育推進協議会講演会

��������　外出のお手伝い

　　　　　　　　　「赤ちゃんの駅」準備中！

�� � � ��年末年始の救急当番医

�������　記念写真集「芦屋の四季・70選」より

����
������������	
��
�������

��������	
���
����������������	
�������	
�����������	
��
����������������	
��
��
��������	
��
���
��������
������������	
��
�������	
��
���������������	���������������

① 8 :30

②12:00

③16:00

④18:15

⑤22:45
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　阪神・淡路大震災から１月17日で17年を経過するにあたり、犠牲者を
追悼するため「１.17芦屋市祈りと誓い」を執り行います。＜雨天決行＞
���　１月17日（火）午前７時～午後５時　���　芦屋公園内「阪神・
淡路大震災 慰霊と復興のモニュメント」前〈浜芦屋町〉　���　献花・記帳
＊献花用の花は市で用意します。供花や供物などは固く辞退します。
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　大震災の経験と教訓を発信し、１．17を忘れずに語り継ぐことを目的
として「１．１７ひょうごメモリアルウォーク2012」を、次のとおり開催
します。奮ってご参加ください。＜雨天決行・警報発令時は中止＞
���　１月17日（火）午前８時30分スタート〈午前８時・受け付け開始〉
���　川西運動場　���　ＨＡＴ神戸・なぎさ公園までの約10㎞
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�����　平成24年１月21日（土）午後１時30分～３時　
�����　市民センター音楽室　
�����　二胡・李 亜輝（り あき）
　　　　　　マリンバ・張 明珠（ちゃん みょんじゅ）　ほか
�����　早春賦/シルクロード/剣の舞/ジュピター　ほか
�� � �　500円　
�����　事業名・住所・氏名・電話番号・参加人数（２人まで）を
　　　　　　記入し、平成24年１月11日（水）＜必着＞までに、はがき
　　　　　　またはファクスで下記へ　
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